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編集室から

市場を中心におく経済体制の再編成が世界を席巻した。新自由主義を指導原理とするグ

ローバル資本主義である。中国やロシアも巻き込み、ジグザグの道をたどってきた日本も

小泉前政権下で、新自由主義国家の仲間入りを明確にした。本書は、新自由主義がいつど

こで生まれ、どう広がり、今、どんな問題をもたらしているかを解き明かしている。

著者によると、新自由主義の定義はこうだ。私的所有権、自由市場、自由貿易の制度の

もと、個々人の企業活動の自由と能力が無制約に発揮されることで人類の富と福利が最も

増大すると主張する政治経済的実践の理論である。1947年にハイエクらが提唱したが、現

実の政策として採用され、転換点になったのは1978年から80年である。英国でサッチャー

首相、米国でレーガン大統領が登場し、中国では 小平が経済自由化への一歩を踏み出した。

国家の介入より市場の重視である。この転換に知識人ばかりか、民衆も政治的同意を与え

た。人間の尊厳や個人的自由を前進させるという大義にひかれたからだという。競争によ

って自己を高め、経済を強くしていくという価値観に魅せられた人は多い。

しかし、30年にわたり、新自由主義化が進んだ結果はどうか。市場の野放図な拡大があ

る。例えばこれまで医療、教育、福祉など人が生きていく上で基本的なニーズを満たす領

域に市場は介入すべきでないとされてきた。これは社会民主主義が築いてきた大切な遺産

である。しかし、新自由主義のもとでは、こうした領域にも収益計算や算盤勘定を持ち込

み、利潤を上げ、資本蓄積を図ることが奨励される。こうして規制緩和、民営化の手法が

脚光を浴びるようになる。

では、新自由主義化は資本蓄積の促進に成功したのか。著者はノーだとする。その根拠

として、世界全体の1960年代と90年代の成長率を比較して、後者が3分の１にとどまって

いることなどを挙げている。新自由主義化の本質は富と収入を生んだのではなく、再分配、

それも不公平な形での再分配にあるのだとする。こうして生まれた不平等の拡大、特に先

進資本主義国の経済的エリートへの富と権力の集中を厳しく指弾している。

米国証券のCEOの年俸が60億円というニュースを読むにつけ、そうだと思う。かつて、新

自由主義を信奉していた人びとの中からスティグリッツのように批判派に転じた人もいる

が、今必要なことは、口あたりの良い理念でなく具体的な事実に基づく分析だろう。

日本についての言及は少なく、それを補う形で監訳者による「日本の新自由主義」の論

文が掲載されている。小泉内閣で新自由主義化は急進し、大企業の競争力強化で景気回復

は実現した。しかし、社会統合の破綻があらわになり、格差社会の是正が叫ばれるように

なっている流れがよく理解できる。最近は接する機会が少ないが、本書のようにマルクス

主義の分析道具を使って我々が生きる時代を活写する本にも新鮮さを感じる。（青）

編集後記
学生時代、キャンパスでよく映画会があった。今のようなビデオもDVDもない時代だから名作を観るよい機

会だった。黒澤明監督の「生きる」もそうして知った。余命いくばくもないと悟った平凡な役人が突然、住民

が渇望する公園づくりに情熱を傾ける話だった。

同じ大学で学んだ友人が逝った。何年か前、悪性の病にかかったことを知ると、本業の弁護士そっちのけで

郷里の岡山や江戸を舞台にした歴史小説の執筆に明け暮れていた。原稿が出来上がると、「おい、意見を聞かせ

ろ」とコピーを送ってきた。私も舞台の土地を訪ね、語り合った。近く、偲ぶ会で遺作となった3作目が渡される。

さて人は天命を自覚したとき、どういう行動をとるのか。誰しも、やり残したことをしたいと思うだろう。私

は買い集めた本を読みたい。精神の安らぎを求めたい。ひたすら内にこもるだろう。「生きる」の主人公や友人

のように何かを残せる人が羨ましい。(開)
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